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１．目的  

 社会インフラや公共施設は，老朽化に伴う長寿命化

や，より効率的・経済的な運用が求められている 1)．

そのため，既存のインフラに対するメンテナンス（維

持・保守管理）が必要であり，ライフ・サイクル・マ

ネージメント(Life Cycle Management : LCM)が重要と

なってきている 2)．一方， ICT (Information and 

Communication Technology)の発展により，さまざまな

分野で事業の変革が成されている．そこで，本稿では

寒冷地における道路トンネルの長寿命化を図るトンネ

ル・マネージメント・システム(Tunnel Management 

system : TMS)における点検データのクラウド化検討に

ついて紹介する． 

２．ICTとシステムのクラウド化 

ICT は社会・産業インフラシステムで運転・保守管

理の高度化・効率化に活用されている．現在のトンネ

ル維持（保守）管理のような，人を中心とした巡回点

検では高度化・効率化には限界があるため，本研究で

は TMS におけるクラウドコンピューテング技術を活

用した巡回点検システム（図.1参照）による日常点検

の高度化を目的とする． 

2.1 クラウドコンピューテング 

クラウドコンピューテング技術は，利用者にサーバ

などの ICT設備を意識させることなく，インターネッ

ト環境を利用してサービスを提供するコンピュータ技

術の総称である．一方，従来のトンネル点検では日常

（巡回）点検と定期点検において点検データは共有さ

れておらず，日常の巡回点検者は覆工のどこで，どの

ような劣化が進行しているのかの詳細は不明であった． 

そこで，トンネル点検データのクラウド化は，巡回点検者が直接トンネル覆工の定期点検の結果を閲覧できる

システムであり，加えて大量の点検データ・保守記録およびデータ解析に基づくトンネル劣化予測・診断結果な

どを巡回点検者に提供するものである． 

2.2 トンネル覆工の点検データと期間（間隔） 

トンネルの日常点検は通常の巡回点検時に実施されるものであり，車上からの目視が一般的である．また定期

点検は，日常点検で把握・点検できない部分について劣化・損傷の有無やその状態を把握するため，近接目視お

よび打音点検を中心に実施され，北海道開発局では各トンネルの点検時期別にCAD化されてきている（図.1参照）． 
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図.1 トンネル点検データのクラウド化（概念）図 

 
表.1 トンネル点検の頻度 

区分

日常
点検

定期
点検

国土交通省

1回/1日　[原則]

2年または5年に1回
程度

NEXCO

年に1回[原則]

-

2年を超えない期毎

鉄道系

7日/1週～7日/2週

 

図.2 トンネル点検データのCAD化の事例 
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一般的なトンネルの点検頻度は，表.1に示すように 3)-6)，

日常点検は 1 回/1 日，定期点検は 1 回/1,2 年から 1 回/5 年

間隔で実施される場合が多い 

３．点検データのデータベース化・数量化 

各トンネルにおける点検結果のデータ（項目）は覆工1

スパンごとに①ひび割れ，②浮き・はく離，③漏水，④目

地ズレ・開き，⑤豆板・空洞，⑥遊離石灰に対して整理・

蓄積を行っており，図.2の点検結果の例に示すように変状

展開図としてCAD化するとともに，これらを基本データと

して図.3のようにトンネル覆工における変状など劣化評

価・その将来予測を行っている．なお，北海道開発局では

管理する国道トンネルにおいて，1回/2～5年単位の点検間

隔でトンネルの定期点検を実施している． 

４．端末へのトンネル点検データ表示 

 トンネル覆工の劣化現象は，経過年数とともに進行する

ものであり，加えて様々な要因による複合した現象と考え

られるため，その定量的評価は非常に難しく点検技術者の

主観的判断に委ねているのが現状である．また従来のトン

ネル点検では，日常（巡回）点検と定期点検において点検

データは共有されておらず，巡回点検者はどのトンネル覆

工のどこで，どのような劣化現象が進行しているのかの詳

細は不明であった．そこで，日常の点検（パトロール）時

に定期点検の結果がその場で判るように，定期点検データ

のクラウド化を図り，より実用的な TMS の構築を目標とし

ている．具体的には，各トンネルにおいて個々の覆工スパ

ンにおいて図.4に示すように各点検項目（劣化現象）の経

過年数にともなう状態推移（複数年の定期点検データの表

示）と将来予測など，トンネル全体の劣化評価とその将来

予測などをタブレット端末などに表示する．これにより，

点検・パトロール車などで実施される日常点検において覆

工点検の簡便化とともに高度化・詳細化を図り，北海道に

おけるトンネル維持管理の合理化，ライフサイクルコスト

（LCC）の最適化や長寿命化を図る TMS を構築していく． 

５．おわりに 

北海道土木技術会トンネル研究委員会の TMS 分科会で

は，寒冷地における道路トンネルの長寿命化を図るトンネ

ル・マネージメント・システム(TMS)を研究しており，日

常の点検・パトロールの高精度化のためのトンネル定期点検データのクラウド化について紹介した．  
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図.3 TMS イメージ例 

 

 

 

 

図.4 ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末画面イメージ例 
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